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MRI 検査とは磁場と電波を使用して、画像化する検査です。
X 線 CT 検査と違い X線を使用しないため放射線被ばくのない
非侵襲的な検査ですが、検査時間が長く動きに弱い検査で強力
な磁場を使用しているため検査中の騒音があり、工事現場のよ
うな音がする検査といわれたりします。

レントゲン写真や CT検査では、金属が写真に写ってしまうためズボンを下げたり、湿布を
外して検査をします。MRI 検査の場合も同じように準備が必要です。撮影した写真に支障を出
さないためということもありますが、「患者を守る」「医療事故を防ぐ」ということが目的です。

MRI 検査は磁場を使用しています。
磁石にクリップがくっつきますよね。そのかなり強力な磁場が働いて
いる状態です。したがって検査室の中には金属を持ちこめま
せん。機械に近いほど磁場が強く、酸素ボンベがすい寄せら
れ、飛んで行ってしまうほどです。クレジットカード等の情
報がなくなってしまい使用できなくなってしまいますので、
お財布も入室する際はロッカーに入れていただきます。

ペースメーカーをされている方、シャント、血管ステント、
クリッピング、インプラント等がある場合は検査を受けられません。しかし、手術を受けてか
らの期間や素材によっては検査が可能な場合もあります。
ほかにも刺青やカラーコンタクトレンズ、一部の化粧品では発熱するおそれがあります。
検査予約をしますと説明書をお渡ししていますので、お読みください。
心配な点・気になる点がありましたら、検査の予約時には医師・看護師に、検査時には担当
技師に相談してください。

当院では MRI 検査を受ける患者様全員に、原則として検査着へ着替えていただいています。
30 分の検査枠をおとりしていますが、撮影時間が約 25 分となります。今の時期はたくさん
着こまれていますので着替えにも時間がかかるかと思います。入室前に問診も行っていますの
で検査時間の 30 分前には来院していただくようにお声掛けしています。

ご協力よろしくお願いいたします。

MRI 検査時の注意点
放射線技師　中 島 さゆり

検査室へ持ち込めないもの（一例）
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